
R4年度　事務事業評価シート

4 21 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

301千円

60.05%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 商工労働係 事務事業番号 221010204

事業区分

政策的

スマイルエイジング

17千円 印刷製本費 41千円

30千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

庁用器具費 55千円 手数料

消耗品費 6千円 消耗品費

消耗品費 20千円

小項目（基本事業）

産業・観光 多様な働く場の確保 就業対策の充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、大規模な就職フェアの開催は見送り、ミニ面接会を開催した。2回開
催し、参加事業所も10事業所であり、規模的には小さかったものの、業種を限定して開催する等工夫を凝らす中
で、実際に採用につながるなど成果が見られた。

各業種において人手不足と言われているが、その中でも特に人手不足が顕著な業種について重点的に面接会
の開催を計画し、企業との個別面接や雇用につなげる。

目標達成度
成果

D

R6年度に向けた方向性

拡充

91千円

一般財源 4千円 36千円 46千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

就業対策推進事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

4
「さんようおのだ就職フェア」・「山陽小野田
市合同就職面接会」開催事業

事
業
概
要

市、ハローワーク及び商工会議所が連携して、本市独自の「就職フェア」及び「就職面
接会」を開催する。地元に特化した就職説明会とすることで、地元企業の雇用確保を
支援し、また、若者の地元定着を目指す。
　例年：就職フェア：８月頃、面接会：２月頃開催
令和３年度から地方創生推進交付金を活用予定（３年間）。

市内企業及び一般求職者

「就職フェア」又は「就職面接会」の開催

本市企業のPRや人材確保、求職者の市内就
業を支援する。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

91千円6千円 72千円

45千円

県支出金

国庫支出金 36千円 1/2

地方債

1/2 2千円 1/2

6千円 72千円

0.04人 229千円

総経費 174千円 122千円

人工数 人件費 0.03人 174千円 0.02人 116千円

5事業所 5事業所 40事業所

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1
参加事業所数
　（就職フェア及び面接会合計）

活動

40事業所

2事業所 3事業所 10事業所

40.00% 25.00%

10名 10名 100名 100名

60.00% 60.00% 33.00%

6名 6名 33名
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3

2 参加者数 成果



R4年度　事務事業評価シート

4 22 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

従業員住宅新設奨励金

用地取得奨励金 447,332千円 雇用奨励金

206,433千円

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 企業立地推進室 事務事業番号 222010103

事業区分

政策的

スマイルエイジング

従業員住宅新設奨励金 974千円 従業員住宅新設奨励金 1,095千円

36,897千円 工場設置奨励金 28,739千円

62,554千円

148千円

1,800千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

雇用奨励金 1,200千円 用地取得奨励金 千円 用地取得奨励金 167,415千円 用地取得奨励金

工場設置奨励金 101,783千円 工場設置奨励金 82,948千円 工場設置奨励金

千円 雇用奨励金 200千円

小項目（基本事業）

産業・観光 企業立地の推進 企業誘致の推進

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

近年順調に分譲が進んでいることによる企業団地進出に係る各種奨励金の交付及び既存企業の設備投資に係
る奨励金交付も一定数あり、企業進出及び設備投資の後押しとなっていると思われる。

近年企業団地への進出が続いており、引き続き早期完売に向けて、当該優遇制度を積極的にＰＲし、更に県と協
調して企業誘致を進める必要がある。なお、団地完売後を見据え、当該条例の内容変更についても検討してく必
要がある。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

92,588千円

一般財源 550,315千円 84,896千円 205,286千円 92,588千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

雇用奨励金

企業誘致推進事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

3 工場設置奨励金等交付事業 ３－（４）

事
業
概
要

厳しい都市間競争の中で企業誘致を進めるため、工場設置奨励条例による優遇措置
（工場設置奨励金、雇用奨励金、用地取得奨励金、従業員住宅新設奨励金）を特典と
し、企業誘致活動を展開する。

（市内、市外）企業

企業からの申請に基づき、奨励金を交付する

企業誘致の推進

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

92,588千円550,315千円 84,896千円 205,286千円

県支出金

国庫支出金

地方債

550,315千円 84,896千円 205,286千円

0.20人 1,147千円

総経費 551,475千円 86,053千円

人工数 人件費 0.20人 1,160千円 0.20人 1,157千円

できるだけ多く できるだけ多く できるだけ多く

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 奨励金交付件数 活動

できるだけ多く

11件 9件 13件

163

3

2



R4年度　事務事業評価シート

4 22 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

5,287千円

-

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 企業立地推進室 事務事業番号 222010105

事業区分

政策的

スマイルエイジング

5,000千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

奨励金

本社機能移転

小項目（基本事業）

産業・観光 企業立地の推進 企業誘致の推進

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

令和３年に県外から１社本社機能の移転が行われ、移転に伴い奨励金の交付を行った。1人50万円の奨励金
で、県外から10人の異動があった。

引き続き、企業訪問などを通して、制度説明を行い、本社機能移転の促進を図っていく。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

一般財源 5,000千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

企業誘致推進事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

5 本社機能移転等促進事業 ３－（４）

事
業
概
要

山口県では、県独自の支援制度として、市町と協調し、本社機能等の移転を行う企業
に対して支援を行うため令和２年４月から「山口県本社機能等移転促進補助金」を拡
充し、若者や女性の事務系職場の創出に向けた取組を行っていくこととしている。本市
も、山口県の取組に呼応し、本社機能の移転を行う企業に対し、補助金を交付する制
度を令和２年９月議会にて創設した。今後当該制度の周知を行い、事務系職場の創出
に努める。
※県外から市内に本社機能を移転する企業に対し、移転する本社機能業務に従事す
る異動者及び新規に雇用する常用雇用者一人当たり５０万円を交付（市が対象者とし
た者に対し県も一人当たり同額を交付）。

（市内、市外）企業

企業からの申請に基づき、奨励金を交付する

企業誘致の推進

事業期間 R2 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

5,000千円

県支出金

国庫支出金

地方債

5,000千円

0.05人 287千円

総経費 千円 580千円

人工数 人件費 0.10人 580千円

- できるだけ多く

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 奨励金交付件数 活動

できるだけ多く

- 1件

164

3

2



R4年度　事務事業評価シート

4 22 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

903千円

-

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 企業立地推進室 事務事業番号 222020201

事業区分

政策的

スマイルエイジング

330千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

印刷製本費

小項目（基本事業）

産業・観光 企業立地の推進 産学官連携の推進

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 HPにも公開することから、紙媒体の部数は必要最低限の400冊とした。

令和４年度に企業ガイドブックの作成を行い、市内企業、大学へ配布するとともに、市外企業へのPR活動を行っ
た。

3年に一度更新を行っているため、令和5、6年でPR活動や企業と大学とのマッチングを行っていく中で、今後の
事業活動を検討していきたい。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

一般財源

その他 ふるさと支援基金

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

新産業創出支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1 企業ガイドブック活用事業

事
業
概
要

「企業ガイドブック」（市内企業及び山口東京理科大学の紹介）を更新し、市
内外の企業へ配布する等のPR活動を行うことで、市内企業が広く事業マッチ
ングできるよう支援する。また、大学の紹介を掲載することで共同研究につな
げる。

山口東京理科大学、市内企業

ガイドブックを配布することにより、PR活動の強
化を図る

市内企業の内発促進と事業マッチング

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

330千円

県支出金

国庫支出金

330千円

地方債

330千円

0.10人 573千円

総経費 千円 千円

人工数 人件費

- - 1,000冊

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 企業ガイドブックの更新 活動

-

- - 400冊

- 40.00%

165

3

2



R4年度　事務事業評価シート

4 22 3

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

804千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 企業立地推進室 事務事業番号 222030107

事業区分

政策的

スマイルエイジング

231千円 修繕料 500千円

200千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

草刈委託料

修繕料 259千円 工事請負費

工事請負費 300千円

小項目（基本事業）

産業・観光 企業立地の推進 立地基盤の整備

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

調整池内に土砂が堆積しており、ポンプの給水に支障が生じたため、土砂撤去を行った。

今後も、営農活動に支障が生じないよう、必要な修繕等を行っていく。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

1,000千円

一般財源 揚水施設維持管理基金 揚水施設維持管理基金

新山野井工業団地かんがい 1,000千円

揚水施設維持管理基金

その他 新山野井工業団地かんがい 259千円 新山野井工業団地かんがい

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

立地基盤整備事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

7 企業団地維持管理事業（新山野井団地）

事
業
概
要

平成6年に新山野井団地を造成する際に、旧山陽町は七日町自治会と新山
野井団地内調整池を農業用水として利用するための協定を締結した。このた
め、調整池にポンプを設置し毎年5月～10月にポンプを動かして農業用水を
供給している。しかしながら、施設も老朽化が進んでおり、ポンプが作動しな
いなどの不具合等も発生している。このため、施設の維持管理のため、必要
な修繕等を行っていく。

新山野井団地調整池

かんがい揚水施設の維持管理

七日町営農組合の田へ円滑に農業用水を供
給する

事業期間 R3 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

1,000千円259千円 231千円

県支出金

国庫支出金

231千円

地方債

259千円 231千円

0.10人 573千円

総経費 千円 837千円

人工数 人件費 0.10人 578千円

1回 １回

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 かんがい排水施設の修繕等 活動

１回

1回 1回

100.00%

166

3

2



R4年度　事務事業評価シート

4 23 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

1,115千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 商工労働係 事務事業番号 223010102

事業区分

政策的

スマイルエイジング

1,000千円 空き店舗等 1,500千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

リニューアル補助金 リニューアル補助金 リニューアル補助金 リニューアル補助金

空き店舗等 500千円 空き店舗等 1,000千円 空き店舗等

小項目（基本事業）

産業・観光 商工業の振興 商業振興支援の充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

令和４年度は、小野田駅前商店街に2店舗出店され、商店街の空き店舗解消につながったものの、店舗の入替
わりにより空き店舗数が増加した。

今後も補助金の活用により商店街の活性化を図るとともに、創業支援等ともあわせて実施することにより、市内で
の創業機運の醸成を図る。LABVプロジェクトの進捗をにらみ、旧セメント町商店街や公園通り周辺の活性化を図
るため、本事業の活用を検討する。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

1,500千円

一般財源 500千円

ふるさと支援基金 1,500千円その他 ふるさと支援基金 1,000千円 ふるさと支援基金

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

既存商店街振興事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 空き店舗等利活用支援事業 ３－（４）

事
業
概
要

市内の指定地区において、空き店舗を活用して事業をする者（既存事業者、
新規起業者等）に対して、当該店舗において事業を開始するための「リ
ニューアルの費用」の一部を補助する。

空き店舗を改修し、事業を始める者

店舗等のリニューアルに対する補助を行う。

事業者に対して、事業開始時の負担軽減を図
る。商業振興、地域経済の増進

事業期間 R2 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

1,500千円500千円 1,000千円 1,000千円

県支出金

国庫支出金

1,000千円

地方債

500千円 1,000千円 1,000千円

0.02人 115千円

総経費 616千円 1,116千円

人工数 人件費 0.02人 116千円 0.02人 116千円

2件 2件 2件

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 補助事業利用者 活動

4件

1件 2件 2件

50.00% 100.00%

8店舗 8店舗 7店舗 5店舗

10店舗 7店舗 10店舗

167

3

2 空き店舗数（小野田駅前商店街、厚狭商店街） 成果
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

1,315千円

90.91%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 拡大

商工労働課 商工労働係 事務事業番号 223010205

事業区分

政策的

スマイルエイジング

1,200千円 創業応援事業 2,000千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

補助金 補助金 補助金 補助金

創業応援事業 700千円 創業応援事業 1,000千円 創業応援事業

小項目（基本事業）

産業・観光 商工業の振興 商業振興支援の充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

市の創業支援等事業計画に基づく支援を受けて創業する方や創業に向けて支援を受けている方は増加してお
り、令和４年度は前年を超える12件の交付となった。本事業は、本市で創業するインセンティブとなっている。

市の創業支援等事業計画に基づく支援を受けて創業する方や創業に向けて支援を受けている方は増加傾向に
あるため、今後も事業を拡大していく。

目標達成度
成果

C

R6年度に向けた方向性

拡充

2,000千円

一般財源 700千円

ふるさと支援基金 2,000千円その他 ふるさと支援基金 1,000千円 ふるさと支援基金

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

商業振興支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

5 創業応援金交付事業 ３－（４）

事
業
概
要

「山陽小野田市創業支援等事業計画」に基づく特定創業支援等事業を受け
た事業者に対し、支援のための助成金を交付する。創業後、１年経過したこと
を交付要件とし、1年度につき10万円、３年間交付する。

特定創業支援事業証明を受けた創業者

補助金の交付

創業者に対し助成金を交付することで、創業
当初の運営負担を軽減する。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

2,000千円700千円 1,000千円 1,200千円

県支出金

国庫支出金

1,200千円

地方債

700千円 1,000千円 1,200千円

0.02人 115千円

総経費 816千円 1,116千円

人工数 人件費 0.02人 116千円 0.02人 116千円

10件 11件 19件

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 助成金交付件数 活動

23件

7件 10件 12件

70.00% 63.16%

168
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2
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

3,002千円

145.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 商工労働係 事務事業番号 223010206

事業区分

政策的

スマイルエイジング

1,847千円 創業支援業務委託料 2,000千円

848千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

創業支援業務委託料 983千円 創業支援業務委託料

創業支援業務委託料 1,739千円 創業支援業務委託料 1,976千円 創業支援業務委託料

（チャレンジショップ）

小項目（基本事業）

産業・観光 商工業の振興 商業振興支援の充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

令和２～４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響の中で創業間もない方や新事業展開を余儀なくされた方の
相談が増加しており、創業後のアフターフォローとしても有効であった。相談者、創業者ともに増加傾向にある。

創業希望者の相談は、コロナ前と変わらずあるため、引き続き委託先の商工会議所と、どのようなニーズがあり、
どのような支援が必要か協議していく必要がある。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

拡充

2,848千円

一般財源 1,739千円

ふるさと支援基金 2,848千円その他 ふるさと支援基金 1,976千円 ふるさと支援基金

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

（チャレンジショップ）

商業振興支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

6
創業支援事業（個別相談会、支援セミナー
等実施事業）

３－（４）

事
業
概
要

平成２８年４月に策定した「山陽小野田市創業支援等事業計画」に基づき、
創業を希望する方への個別相談、会計処理相談などの各種相談会、短期の
集中セミナー（起業塾）等を実施する。創業された方に対しても、フォロー体
制を整え、事業経営をブラッシュアップする。
また、市内で創業を希望する方を対象に、おのだサンパーク内の店舗スペー
スを一定期間提供する「チャレンジショップ」を実施する。
商工会議所への委託事業とし、実施事業は市の創業支援事業計画に基づく
「特定創業支援等事業」と位置づける。

市内で創業を希望する方、創業された方

相談会、セミナー等の実施

市内での創業を支援し、市の商業振興を目的
とする。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

2,848千円1,739千円 1,976千円 2,830千円

県支出金

国庫支出金

2,830千円

地方債

1,739千円 1,976千円 2,830千円

0.03人 172千円

総経費 2,490千円 2,092千円

人工数 人件費 0.13人 751千円 0.02人 116千円

100件 100件 100件

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1
創業相談件数（創業支援等事業計画に基づく
支援実施者）

活動

100件

117件 145件 164件

117.00% 164.00%

15人 25人 25人 25人

120.00% 76.00% 104.00%

18人 19人 26人

169

3 短期の集中セミナー（起業塾）参加者 活動

10人

160.00% 240.00% 250.00%

10人10人

16人 24人 25人

10人

2
創業者（創業支援等事業計画に基づく支援実
施者）

成果
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

印刷製本費 117千円 印刷製本費

3,552千円

52.67%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 商工労働係 事務事業番号 223010207

事業区分

政策的

スマイルエイジング

3,107千円 市内定住促進業務委託料 5,177千円

20千円

75千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

消耗品費 消耗品費 千円 消耗品費 千円 消耗品費

市内定住促進業務委託料 2,412千円 市内定住促進業務委託料 3,345千円 市内定住促進業務委託料

330千円 印刷製本費 182千円

小項目（基本事業）

産業・観光 商工業の振興 商業振興支援の充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

令和４年度は、本市住民基本台帳に登録した１年生は前年度よりも増加した。

ここ数年、住民基本台帳登録者数も減の傾向であるが、住民基本台帳登録者であっても本制度を申請しない学
生が6割程度いる。事業スキームを見直す又は事業自体を廃止するか検討する必要がある。

目標達成度
成果

C

R6年度に向けた方向性

現状維持

5,379千円

一般財源 2,529千円 3,420千円 3,437千円 5,379千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

印刷製本費

商業振興支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

7 山口東京理科大学生定住促進事業 ３－（１）

事
業
概
要

山口東京理科大学には市内からの進学はもとより市外、県外から多くの学生
が入学してくることから、本市の住民基本台帳に登録されている山口東京理
科大学の学生に対して、インセンティブとして「住まいる奨励金」を支給し、本
市への定住を促進させるとともに商業振興を図る。交付業務は公立大学法人
山口東京理科大学に委託する。

山陽小野田市の住民基本台帳に登録してい
る学生

市内の協力店で買い物をした学生に１人当た
り最大３万円を「住まいる奨励金」として交付す
る

若者の定住人口の確保及び商業振興

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

5,379千円2,529千円 3,420千円 3,437千円

県支出金

国庫支出金

地方債

2,529千円 3,420千円 3,437千円

0.02人 115千円

総経費 2,703千円 3,594千円

人工数 人件費 0.03人 174千円 0.03人 174千円

75％ 75％ 60％

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1
入学時に山陽小野田市の住民基本台帳に登
録している学生（１年生）の割合

成果

60％

38.9％ 39.5％ 44.2％

51.87% 73.67%

170
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

印刷製本費

商標登録委託料

22,540千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 商工労働係 事務事業番号 223010208

事業区分

政策的

スマイルエイジング

デザイン委託料 911千円

18,000千円 ブランド運営委託料 3,975千円

40千円

69千円

252千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

報償金 248千円 報償金 84千円 報償金 46千円 報償金

ブランド化推進事業委託料 11,833千円 ブランド化推進事業委託料 20,000千円 ブランド化推進事業委託料

439千円 システム導入委託料 1,000千円

小項目（基本事業）

産業・観光 商工業の振興 商業振興支援の充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

令和４年度についても令和3年度に引き続き、（株）日本デザインセンターに委託し事業を実施。市内でのお披露
目会、東京都庁での展示会、伊勢丹新宿店での販売会等を実施した。

地方創生推進交付金を活用しての事業実施は令和４年度までとなる。今後は、このたび完成した「ブランド」をい
かに維持していくかを市と小野田ガラス㈱とで協議し、事業を継続していく必要がある。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

拡充

5,015千円

一般財源 6,041千円 10,388千円

商標権使用料・まちづくり基金 5,015千円

10,593千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

商標登録委託料

商業振興支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

8 ガラスのブランド化推進事業 ３－（２）

事
業
概
要

本市では、公設ガラス工房「きららガラス未来館」の活用や全国規模の現代
ガラス展を開催するなどガラスによるまちづくりに取り組んでいる。当該施設
は、指定管理により小野田ガラス㈱が運営しており、この会社には、全国的な
知名度がある西川　慎氏、池本美和氏のほか、４人の若手作家が在籍し、自
身のガラス作家活動をしながら体験学習の指導等に従事している。小野田ガ
ラス㈱と協力し、ガラス作品をブランド化し、統一的なブランドの下で商品力
の高いガラス作品を創り出すとともに、市のガラス文化の知名度アップを図
る。

市内で製造されるガラス作品

ガラス作品のブランド化（コンサルタント業者へ
委託）

ガラスのブランド化による特産品の開発、産業
振興、雇用の創出のほか、市の知名度の向上
を図る。

事業期間 R2 R6 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

運送等業務委託料 220千円

支出内訳

5,015千円12,081千円 20,405千円 19,616千円

県支出金

国庫支出金 1/2 9,023千円

地方債

6,040千円 1/2 10,017千円 1/2

12,081千円 20,405千円 19,616千円

0.51人 2,924千円

総経費 16,720千円 26,188千円

人工数 人件費 0.80人 4,639千円 1.00人 5,783千円

ブランド戦略立案 ブランドの構築 プロ―モーション実施

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 ガラスのブランド化の実施 成果 ブランド戦略立案 ブランドの構築 プロ―モーション実施

100.00% 100.00%
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3

2
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

コールセンター業務委託料 3,696千円 コールセンター業務委託料

手数料 6,681千円 手数料

帳票類印刷・封入等委託料 5,187千円

348,468千円

103.64%

財
源
内
訳
/
割
合

完了年度 R5

商工労働課 商工労働係 事務事業番号 223010209

事業区分

政策的

300,393千円 商品券発行事業負担金 247,200千円

スマイルエイジング

コールセンター業務委託料 1,638千円 コールセンター業務委託料 3,080千円

7,953千円 印刷製本費 9,125千円

15,957千円

2,477千円

13,247千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

通信運搬費 8,762千円 通信運搬費 9,028千円 通信運搬費 11,559千円 通信運搬費

印刷製本費 7,927千円 印刷製本費 7,263千円 印刷製本費

13,143千円 手数料 10,789千円

小項目（基本事業）

産業・観光 商工業の振興 商業振興支援の充実

帳票類印刷・封入等委託料

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

令和4年度実績では、商品券は飲食店や小規模事業者の店舗で53％が利用されており、専用券を設定したこと
で飲食店や小規模事業者に対して、一定の支援ができたと考えている。
事業者アンケートや商工会議所への聞き取りでもスマイルチケットの実施は好評であった。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

完了

295,359千円

一般財源 778千円 39,293千円 797千円 144,867千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

その他（人件、役務、委託等） 3,783千円 その他（人件、役務、委託等） 1,619千円 その他（人件、役務、委託等） 1,950千円

手数料

4,633千円

商業振興支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

9 商品券（スマイルチケット）発行事業

事
業
概
要

新型コロナウイルス感染症の影響に鑑み、市民生活を支援するとともに、地域における
消費を喚起するため、市民に商品券を配付する。市民は、配付された商品券をあらか
じめ登録している取扱店で使用する。取扱店は、市内金融機関に使用済みの商品券
を持参し換金する。
■商品券（愛称　スマイルチケット）
発行額面　５００円　※市民１人につき５，０００円分の商品券（500円×10枚）を配付
■取扱店（あらかじめ商品券取扱店として登録した市内店舗）
　　①　専用券（３，０００円分）　市内の飲食店、小規模事業者、タクシー事業者のみ
　　②　共通券（２，０００円分）　商品券取扱店全店舗

本市住民基本台帳に登録された市民・理科大
生、商品券取扱店

市民は、配付された商品券を取扱店で使用す
る。取扱店は、市内金融機関に使用済みの商
品券を持参し換金する。

市民生活の支援及び地域の消費喚起

事業期間 R2 R4 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

帳票類印刷・封入等委託料 5,689千円

支出内訳

295,359千円

帳票類印刷・封
入等委託料

6,600千円

商品券発行事業負担金 303,742千円 商品券発行事業負担金 302,998千円 商品券発行事業負担金

その他（人件、役務、委託等） 2,608千円

339,778千円 341,265千円 342,325千円

150,492千円

県支出金

国庫支出金 10/10 341,528千円 10/10

地方債

339,000千円 10/10 301,972千円 10/10

339,778千円 341,265千円 342,325千円

1.30人 6,143千円

総経費 348,162千円 347,997千円

人工数 人件費 1.75人 8,384千円 1.40人 6,732千円

300店舗 550店舗 570店舗

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 取扱店舗数 活動

570店舗

546店舗 570店舗 573店舗

182.00% 100.53%

625,870枚 619,060枚 619,000枚 490,400枚

97.06% 97.39% 96.56%

607,484枚 602,915枚 597,704枚

172

3
取扱店舗向けアンケートで、スマイルチケット実
施により売上が減少しなかったと回答した店舗
の割合

成果

90％

107.22% 106.00% 109.67%

90％90％

96.5％ 95.4％ 98.7％

90％

2 商品券使用数 活動



R4年度　事務事業評価シート
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

982千円

-

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

商工労働課 商工労働係 事務事業番号 223020105

事業区分

政策的

スマイルエイジング

810千円 中小企業相談所 960千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

補助金 補助金 補助金 補助金

中小企業相談所 2,129千円 中小企業相談所 1,410千円 中小企業相談所

小項目（基本事業）

産業・観光 商工業の振興 中小企業支援の充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う経営相談及び新事業展開、設備投資のための相談やアドバイス、又国
や県の補助金申請書作成支援等、専門家による個別相談会やセミナーを開催し、事業者のニーズに合わせた
適切な支援ができた。

新型コロナウイルス感染症だけでなく、物価高騰等の影響も中小企業・小規模事業者には出てきているので、今
後も事業者のニーズに応じた支援を行っていく必要がある。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

960千円

一般財源 2,129千円

コロナウイルス等対策基金 960千円その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

中小企業経営支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

5
新型コロナウイルス感染症に関する中小企
業等支援事業

事
業
概
要

新型コロナウィルス感染症に対応した中小企業、小規模事業者支援を次のと
おり実施する。
①新型コロナウィルスに係る経営相談（事業転換、新商品開発を含む）、国の
「小規模事業者持続化補助金」などに関する相談窓口やセミナー等を実施
する。

小野田商工会議所、山陽商工会議所

中小企業相談所補助金の交付

市内中小企業、小規模事業者支援

事業期間 R2 R4 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

960千円2,129千円 1,410千円 810千円

県支出金

国庫支出金 810千円

地方債

10/10 1,410千円 10/10

2,129千円 1,410千円 810千円

0.03人 172千円

総経費 3,405千円 1,815千円

人工数 人件費 0.22人 1,276千円 0.07人 405千円

- 130名 100名

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 相談会、セミナー出席者数 活動 - - 81名

81.00%

50店舗 60店舗 -

106.00% 88.30% -

53店舗 53店舗 -

173

3

2 サイト登録店舗数 活動
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

5,396千円

94.80%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

農林水産課 農林係 事務事業番号 224010106

事業区分

政策的

スマイルエイジング

5,281千円 農地集積協力補助金 11,605千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

機構集積協力金 千円 機構集積協力金 機構集積協力金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 経営体の育成・確保及び経営基盤の強化

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

埴生干拓地域において、担い手へ農地の集積・集約化が図られた。令和５年度においても農事組合法人設立に
伴い、農地の集積・集約化が図られる。

地域計画を策定していくため、農地をどう守るか等、地域での話合いを実施していく予定のため、今後も担い手
へ農地の集積・集約化を図っていきたい。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

11,605千円

一般財源 千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

農業生産者支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

6 農地中間管理機構事業

事
業
概
要

農業従事者の高齢化が急速に進展する中、持続可能な農業の実現のため、
農地中間管理機構を活用し、担い手への農地集積と集約化を図る。「農業経
営基盤強化の促進に関する基本的な構想」において令和5年度末を目標に
担い手への集積率を概ね40％とすることとしているため、集積目標は40％(担
い手人数R10年度 70人）とする。既存の農事組合法人による大規模な集積
は完了しており、今後は令和4年度に設立予定の農事組合法人及び個人の
担い手による集積を推進する必要がある。

担い手農業従事者

農地の中間受け皿として県農地中間管理機構
が整備され、担い手への農地集積と集約化を
行う。

担い手への農地集積の促進・農地の集約化の
加速化

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

11,605千円5,281千円

県支出金 千円 1 1 5,281千円 1 11,605千円

国庫支出金

地方債

5,281千円

0.02人 115千円

総経費 866千円 58千円

人工数 人件費 0.15人 866千円 0.01人 58千円

33.0% 33.0% 35.0%

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 担い手への農地の集積率 成果

40.0%

31.3% 31.3% 32.3%

94.80% 92.29%

174

3

2



R4年度　事務事業評価シート
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

4,988千円

90.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

農林水産課 農林係 事務事業番号 224010107

事業区分

政策的

スマイルエイジング

4,816千円 担い手支援事業補助金 5,000千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

担い手支援事業補助金 1,236千円 担い手支援事業補助金 4,853千円 担い手支援事業補助金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 経営体の育成・確保及び経営基盤の強化

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

農業用機械・施設の経費の一部を支援することにより、担い手の育成・確保を行うことができた。

認定農業者等の担い手に継続的な農業用機械・施設の経費に対する支援を行うことで育成及び確保を図ってい
き、担い手の要望に応えていく必要がある。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

5,000千円

一般財源 1,236千円

ふるさと支援基金 5,000千円

4,816千円

その他 ふるさと支援基金 4,853千円

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

農業生産者支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

7 担い手支援事業

事
業
概
要

担い手の育成・確保を図るため経営発展を目指す認定農業者の農業用機
械・施設の導入経費の一部を支援する。
○補助対象　農産物の生産、農業経営の開始または改善に必要な機械(10
万円以上)・施設の取得に要する経費
○補助金額　事業費の1/2　上限機械50万円・施設100万円
　(5年間の認定期間中に1回限り）

認定農業者(令和3年8月末現在58名）

機械・施設の整備に要した経費の1/2を補助
する。

担い手の確保・育成

事業期間 R2 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

5,000千円1,236千円 4,853千円 4,816千円

県支出金

国庫支出金

地方債

1,236千円 4,853千円 4,816千円

0.03人 172千円

総経費 1,236千円 4,969千円

人工数 人件費 0.02人 116千円

10件 10件 10件

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 交付決定数 成果

10件

3件 9件 16件

30.00% 160.00%

54人 56人 59人 61人

104.00% 104.00% 105.08%

56人 58人 62人

175

3

2 認定農業者数 活動
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

176

3

2 市ふるさと納税返礼品新規登録数 成果

- 1 2 2

- 0.00% 0.00%

- 0 0

- 1 2

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 ６次産業化・農商工連携応援プランの実行 活動

2

- 0 0

- 0.00%

0.50人 2,866千円

総経費 千円 3,790千円

人工数 人件費 0.40人 2,313千円

地方債

1,477千円 875千円

県支出金

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

5,000千円1,477千円 875千円

事
業
概
要

農林水産業従事者の高齢化が進む中で、担い手や労働力の確保が益々困
難になると予想される中、農林水産業が発展していくためには、「売れる商品
づくり」が必要であり、現代のニーズに合った商品開発や適切な販路開拓が
課題となっている。しかし、農林水産業者は家族経営や小規模な企業が多く
、消費者ニーズを踏まえた取組を単独で実施することは難しい。そこで、市内
農林水産物を使用した、真に売れる新商品開発など、販路拡大までの総合
的な支援を行うことで、成功事例を創出し、農林水産業全体の発展に寄与す
る。

市内農林水産物を使用していること。

６次産業化・農商工連携応援協議会の取組に対する補助(定額)及び
同協議会の支援を受け作成した６次産業化・農商工連携応援プラン
を実行するために必要な経費の1/2を補助する。

成功事例を創出し、農林水産業全体の発展に
寄与する。

事業期間 R3 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

農業生産者支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

9 ６次産業化・農商工連携応援事業 ３－（４）

5,000千円

一般財源 1 1,477千円 1

5,000千円

875千円

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

６次産業化・農商工連携応援プランの作成において企画・調査に時間がかかり、認定を受けるまでに至っていな
い。

R5年度にプラン認定となる見込みがあり、プラン実施による成功事例を創出することで、次なるプラン作成者を呼
び込み、新たな６次産業化事案を進めることで農林水産業全体の発展を図る。

目標達成度
成果

D

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

応援事業補助金 応援事業補助金 応援事業補助金

協議会補助金 1,477千円 協議会補助金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 経営体の育成・確保及び経営基盤の強化

農林水産課 農林係 事務事業番号 224010109

事業区分

政策的

スマイルエイジング

875千円 協議会補助金 2,000千円

3,000千円

重点プロジェクト

3,741千円

0.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

177

3

2 新規就農者数 活動

1人 1人 1人 1人

0.00% 100.00% 100.00%

0人 1人 1人

7件 5件 4件

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 資金交付件数 成果

3件

4件 4件 3件

57.10% 75.00%

0.10人 573千円

総経費 8,660千円 9,062千円

人工数 人件費 0.20人 1,160千円 0.20人 1,157千円

地方債

7,500千円 7,905千円 6,000千円

県支出金 10/10 7,500千円 10/10 7,905千円 10/10 6,000千円 10/10 2,625千円

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

2,625千円7,500千円 7,905千円 6,000千円

事
業
概
要

次世代を担う農業者となることを志向する者に対し、就農直後の経営確立を
支援する資金（経営開始型（５年以内））を交付する。
なお、令和４年度に国の新規就農支援策について大幅な改正が予定されて
おり、令和４年度から認定新規就農者として認定された者から適用される予
定。

認定新規就農者

年間最大150万円を最長5年間交付（家族協
定締結者は、225万円）

経営の安定化並びに次世代を担う農業者の
確保及び育成を図る。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

新規就業者支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1 農業次世代人材投資事業

2,625千円

一般財源

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 当事業の資金交付は、令和８年度で終了予定である。

資金の交付をすることにより、新規就農者の育成及び経営の安定化を図ることができた。

本事業は令和3年度採択分で廃止となり、令和4年度から「新規就農者育成総合対策（経営開始資金）」に移行し
たため、移行した新事業で対応し、引き続き新規就農者の確保を図る。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

農業次世代人材投資資金 7,500千円 農業次世代人材投資資金 7,905千円 農業次世代人材投資資金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 経営体の育成・確保及び経営基盤の強化

農林水産課 農林係 事務事業番号 224010201

事業区分

政策的

スマイルエイジング

6,000千円 農業次世代人材投資資金 2,625千円

重点プロジェクト

6,573千円

80.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

178

3

2 補助対象人数 成果

10人 10人 10人 10人

80.00% 40.00% 80.00%

8人 4人 8人

2法人 5法人 5法人

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 新規就農者受入法人数 成果

5法人

2法人 1法人 2法人

50.00% 80.00%

0.10人 573千円

総経費 4,091千円 2,765千円

人工数 人件費 0.15人 866千円 0.21人 1,215千円

地方債

3,225千円 1,550千円 1,975千円

県支出金 0.5 1,612千円 0.5 775千円 0.5 987千円 0.5 925千円

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

1,850千円3,225千円 1,550千円 1,975千円

事
業
概
要

新規就農者を雇用又は、構成員として受け入れた法人が、国の農の雇用事
業を2年間活用した後に継続して雇用等を行う場合、単県事業で最長３年間
の支援を行なう。

新規就農者を雇用又は、構成員として受け入
れた法人

国の農の雇用事業(120万円/年）を2年間活用後に
継続して雇用する法人に対し、3年目90万円、4年目
60万円、5年目30万円を給付する。

県内外からの新規就農・就業者び確保対策を
一層加速化するため、新規就農・就業者の定
着支援を図る。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

新規就業者支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 新規就農・就業者定着支援事業

1,850千円

一般財源 0.5 1,613千円 0.5 775千円 0.5 988千円 0.5 925千円

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

新規就農者受入法人数は5法人あり、新規就業者数は8人であったが、事業活用は2人にとどまった。

新規就業者受入れのPR活動や本事業をPR活動が必要である。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

新規農業就業者定着促進事業補助金 3,225千円 新規農業就業者定着促進事業補助金 1,550千円 新規農業就業者定着促進事業補助金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 経営体の育成・確保及び経営基盤の強化

農林水産課 農林係 事務事業番号 224010202

事業区分

政策的

スマイルエイジング

1,975千円 新規農業就業者定着促進事業補助金 1,850千円

重点プロジェクト

2,548千円

20.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持



R4年度　事務事業評価シート

4 24 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

179

3

2

2人 2人 2人

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 補助人数 成果

2人

2人 2人 １人

100.00% 50.00%

0.10人 573千円

総経費 4,321千円 2,396千円

人工数 人件費 0.20人 1,155千円 0.15人 868千円

地方債

3,166千円 1,528千円 1,696千円

県支出金

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

3,724千円3,166千円 1,528千円 1,696千円

事
業
概
要

　経営の不安定な就農初期段階の新規就農者に対し、農業用機械又は施
設等の整備に要する経費の一部を補助し、経営の安定化及び次世代を担う
農業者を確保・育成することを目的とする。

認定新規就農者（就農時１８歳以上５０歳未満
の者で、就農後５年以内の者）

農業用機械及び施設整備に係る経費の補
助。補助率1/2、上限額　機械150万円・施設
250万円

次世代を担う農業者の確保・育成及び移住促
進

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

新規就業者支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

5 新規就農者支援事業 ３－（４）

3,724千円

一般財源 3,166千円 1,696千円 3,724千円

その他 ふるさと支援基金 1,528千円

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

市内在住の認定新規就農者が認定農業者へ移行したため、補助対象者が減少した。
令和4年度は1人確保できた。

引き続き新規就農者の確保に努め、本事業をPRを行う。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

新規就農者支援事業補助金 3,166千円 新規就農者支援事業補助金 1,528千円 新規就農者支援事業補助金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 経営体の育成・確保及び経営基盤の強化

農林水産課 農林係 事務事業番号 224010205

事業区分

政策的

スマイルエイジング

1,696千円 新規就農者支援事業補助金 3,724千円

重点プロジェクト

2,269千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持



R4年度　事務事業評価シート

4 24 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

180

3

2

10件 10件 10件

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 交付件数 成果

10件

11件 7件 4件

110.00% 40.00%

0.10人 573千円

総経費 352千円 681千円

人工数 人件費 0.01人 58千円 0.10人 578千円

地方債

294千円 103千円 72千円

県支出金

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

4

支出内訳

294千円 103千円 72千円

事
業
概
要

国土の保全及び水源かん養に資するため、森林所有者が民有林野におい
て行う造林事業に対して補助する。
森林所有者の事業費負担の軽減を図ることで、将来の木材収入に還元で
き、その結果、森林整備、荒廃の抑制にもつながる。財源を森林環境整備基
金からの繰入金とする。

民有林野において造林事業を行う森林所有
者

市補助：山口県が定める補助査定額と実行事
業費を比較し、低い方に山口県補助を差し引
いた金額を補助する。

林業の振興

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

林業振興事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1 造林支援事業

一般財源 294千円 103千円 72千円

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

要望に基づき事業実施しており、造林事業に対する支援により林業の発展に寄与している。

森林環境譲与税の使途として民有林の造林事業について認められることから、必要な個所に要望に基づいて事
業を推進していくことが必要である。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

造林事業補助金 294千円 造林事業補助金 103千円 造林事業補助金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 経営体の育成・確保及び経営基盤の強化

農林水産課 農林係 事務事業番号 224010401

事業区分

政策的

スマイルエイジング

72千円

重点プロジェクト

645千円

70.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持



R4年度　事務事業評価シート

4 24 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

181

3

2

5.00ha 5.00ha 5.00ha

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 市有林施業面積 活動

5.00ha

6.50ha 1.19ha 3.58ha

130.00% 0.716

0.10人 573千円

総経費 3,861千円 3,486千円

人工数 人件費 0.15人 866千円 0.15人 868千円

地方債

2,995千円 2,618千円 2,866千円

県支出金 1,760千円 1,223千円 1,369千円 1,200千円

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

4

支出内訳

3,000千円2,995千円 2,618千円 2,866千円

事
業
概
要

多面的機能を有する森林を、無秩序な伐採や開発、荒廃から守り、長期的な
視点にたった計画的かつ適切な森林の取扱いを推進する。間伐については
本数率にして30％以上、樹冠祖密度が間伐後5年で8/10以上となるように実
施。間伐回数2～5回。
【補助率　標準補助単価*4/10*査定係数】

市有林

カルスト森林組合へ業務を委託する。

水源かん養や国土の保全など森林の持つ多
面的機能を持続的に発揮する。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

林業振興事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 市有林整備事業

3,000千円

一般財源 1,235千円 1,395千円 1,497千円 1,800千円

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

間伐、下刈、や、それ伴う作業道整備を行うことで森林機能の保全が行われた。

計画的で適切な管理を行うことで市有林の機能保全を継続的に行っていく必要がある。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

委託料 2,995千円 委託料 2,618千円 委託料

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 経営体の育成・確保及び経営基盤の強化

農林水産課 農林係 事務事業番号 224010402

事業区分

政策的

スマイルエイジング

2,866千円 委託料 3,000千円

重点プロジェクト

3,439千円

23.80%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持



R4年度　事務事業評価シート

4 24 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

182

3 森林経営管理権集積面積 成果

10ha

2 意向調査件数 活動

100件 100件

43.00%

43件

1 1

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 意向調査準備及び実施計画策定業務 活動 1 1

100.00%

0.15人 860千円

総経費 8,248千円 8,220千円

人工数 人件費 - 0.15人 868千円

6,373千円

地方債

8,248千円 7,352千円 6,373千円

県支出金

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

4

森林経営管理施業委託 825千円

支出内訳

11,000千円

造林事業補助金 500千円

造林事業補助金

8,248千円 7,352千円 6,373千円

事
業
概
要

　森林経営管理法に基づき、私有人工林における森林経営の意向調査を行
い、森林所有者自らが経営管理を実行できない森林を市が経営管理の委託
を受け、森林経営に適した森林は意欲と能力のある林業経営体に経営管理
の再委託を行う。市が経営管理の委託を受けた森林の内、自然的条件に照
らして林業経営に適さない森林や再委託に至るまでの森林は市が間伐等の
経営管理を実施する。
　また森林環境整備基金からの繰入金を財源に、民有林の整備環境促進、
荒廃抑制を目的に林道及び作業道の路網整備を実施する。

私有人工林

森林経営管理法に基づく経営管理権集積・経営管
理実施権配分
林道など路網の維持管理業務・造林支援補助

林業の成長産業化・森林の適正管理

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

森林資源調査委託料

林業振興事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

3 森林経営管理事業

11,000千円

一般財源

森林環境整備基金繰入金 11,000千円

千円

その他
森林整備基金繰
入金

8,248千円 森林環境整備基金繰入金 7,352千円 森林環境整備基金繰入金

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

山川地区について、意向調査を実施した。

令和4年度に意向調査を実施し、令和5年度に森林資源調査を行う予定であり、令和6年度は集積計画を策定し
する。
令和7年度以降は森林経営管理事業の実施計画を策定することにより、それに従った維持管理業務を行う。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

準備調査委託料 4,566千円 林道等維持管理業務 1,082千円 意向調査業務委託料 2,977千円 森林資源調査委託料

修繕料 3,682千円 準備調査及び実施計画策定委託料 6,270千円 修繕料

林道等維持管理業務委託料 2,000千円

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 経営体の育成・確保及び経営基盤の強化

農林水産課 農林係 事務事業番号 224010403

事業区分

政策的

72千円 計画策定委託料 2,000千円

スマイルエイジング

林道等維持管理業務委託料 2,263千円 森林経営管理施業委託 2,500千円

236千円 意向調査業務委託料 3,000千円

1,000千円

重点プロジェクト

7,233千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持



R4年度　事務事業評価シート

4 24 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

183

3

2

30.6 43.4 48.8

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 進捗率（事業費ベース） 活動

62.5

30.6 43.4 48.8

100.00% 100.00%

0.05人 287千円

総経費 4,046千円 6,025千円

人工数 人件費 0.05人 289千円 0.05人 290千円

地方債 事業費*0.1*0.9 2,500千円

3,757千円 5,735千円 5,045千円

県支出金 公共事業等債 公共事業等債 公共事業等債 公共事業等債

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

(180,800*10/54*0.12）区画整備 4,018千円

支出内訳

5,334千円

12，963*0.12＝1，556千円

暗渠排水（非適債） (58,000*10/54*0.12）　暗渠排水 1,289千円 (3,200*10/54*0.12）暗渠排水

3,757千円 5,735千円 5,045千円

事
業
概
要

農地の大区画化及び農業水利施設の整備を実施し、農地集積・集約化を図
ることを目的として、山陽小野田市埴生地区10haを含む54haの農用地につ
いて、下関王喜東地区として区画整理を実施する。
（総事業費1,700,000千円うち担金総額314.814千円）

地元農家及び農地。

県営事業として、王喜地区及び埴生地区の農
地を対象に区画整理等を実施する。

農業基盤を整備することで、中心経営体への
農地の集積を促進し、農業競争力を強化す
る。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

(20,000*10/54*0.12） （非適債）

(43,000*10/54*0.12）＝2,489千円

2,112千円

農業基盤整備事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1
県営農業競争力強化基盤整備事業（王喜
東地区）

5,334千円

一般財源 1,257千円 1,535千円

3,700千円

1,345千円

事業費*0.1*0.9 4,200千円 事業費*0.1*0.9

2,534千円

その他

事業費*0.1*0.9 2,800千円

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

令和４年１０月に事業計画の変更を実施し、完了年度を令和８年に変更した。例年どおり当初予算の内示割れ
し、工程遅れが生じている。山陽小野田市区域の工事は令和６年度以降から着手予定。

当初予算要求を行っているが内示割れが毎年あり、事業工程の遅れが生じている。国補正、局繰等を活用し、有
利な財源を使用しながら事業完了に向けて事業を行っていきたい。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

拡充

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

(100,000*10/54*0.12） (220,000*10/54*0.12）＝4,889千円 区画整備 区画整備

県事業負担金 2,223千円 県事業負担金 4,889千円 県事業負担金

31，481*0.12＝3，778千円

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 生産基盤の整備

(95,000*10/54*0.12）　区画整備

農林水産課 耕地係 事務事業番号 224020101

事業区分

政策的

71千円

スマイルエイジング

繰越明許 暗渠排水（非適債）

956千円 県事業負担金 5,334千円

-2,555千円

重点プロジェクト

区画整備 1,534千円 繰越明許

繰越明許 3月補正（当初）

(49,000*10/54*0.12）

5,332千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 拡大



R4年度　事務事業評価シート
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

184

3

2

1.6 2.9 3.4

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 進捗率（事業費ベース） 活動

9.8

1.6 2.9 3.4

100.00% 100.00%

0.25人 1,434千円

総経費 10,656千円 4,407千円

人工数 人件費 0.10人 866千円 0.20人 1,157千円

地方債

9,790千円 3,250千円 2,145千円

県支出金 0.5 4,895千円 公共事業等債

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

6,000千円9,790千円 3,250千円 2,145千円

事
業
概
要

郡・川東地区では、ほ場整備されていないことで、作業効率や生産性が低い
状況にある。そこで、水田の区画整理や水路、農道などの農業生産基盤整
備を行い、効率かつ安定的な農業経営の確立を目指す。併せて、ほ場整備
により、地域農業の中心的役割を担う経営体（担い手）に農地の利用集積を
進め、担い手が農業生産の相当部分を担う農業構造の確立を図る。（整備予
定面積：約26ha）

郡・川東地区地元農家及び農地

県営事業として、郡・川東地区の農地を対象
に、ほ場整備を実施する。

農作業の効率化と農地の区画整理による経営
体の育成。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

（戸籍簿調査・地区界測量）

500千円

農業基盤整備事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2
県営経営体育成基盤整備事業（郡・川東
地区）

6,000千円

一般財源 0.5 4,895千円 50%・25% 3,250千円 50% 2,145千円 1,500千円

その他

事業費*0.1*90% 4,500千円

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

令和4年度に戸籍簿調査、地区界測量の作成を実施した。その資料を基に令和４年度に法手続きを実施し、令
和5年4月3日に事業採択の通知があった。

令和5年度に事業採択を受け、ほ場整備事業の工事着手を行う。令和5年度に実施設計（区画割設計）、換地原
案を作成し、令和6年度から工事着手を行う。法人（四本松）についても、令和5年4月に設立して従前地で営農を
開始して行く。懸念事項については、ほ場整備事業の当初予算が内示割れが多いことから、完了年度が遅れる
可能しいがある。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

拡充

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

（地形図作成、集団化図作成） 単県事業　　　　（1,500*0.5） 単県事業(4,290*0.5） （50,000*0.12）

調査委託料 9,790千円 ①県事業負担金 750千円 県事業負担金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 生産基盤の整備

委託料（促進計画作成）

農林水産課 耕地係 事務事業番号 224020102

事業区分

政策的

スマイルエイジング

2,145千円 県事業負担金 6,000千円

2,000千円

重点プロジェクト

（8,000*0.25）

②県事業負担金

3,579千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 拡大
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

185

3

2

4

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1
高千帆土地改良区排水機場等の管理業務の
委託及び排水機場等の受電・停電の電源の切
替業務

成果

2

2

50.00%

0.10人 574千円

総経費 千円 千円

人工数 人件費

地方債

4,788千円

県支出金

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

498千円4,788千円

事
業
概
要

高千帆土地改良区が維持管理している排水機場等の土地改良施設につい
て、令和４年度から管理業務について業者委託することとなった。また、今ま
で排水機場等の受電・停電の電源の切替業務について、中国電力が業務の
一環として行っていたが今後は土地改良区が委託している主任技術者が行
う必要が出てきた。高千帆土地改良区・後潟土地改良区・南高泊干拓農協・
古開作土地改良区・山陽土地改良区・厚狭寝太郎堰土地改良区が対象。

土地改良区等

地元による大雨時の運転管理費及び通常時
の維持管理費を補助する。

地元による土地改良施設の維持管理により、
効率化を図る。

事業期間 R4 R9以降 予算種別 新規 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

土地改良事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

9 土地改良区等推進補助金（追加）

498千円

一般財源 4,788千円 498千円

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

高千帆排水機場については1年間無事に管理業務を行った。受電・停電については、2カ所（高千帆・厚狭中）の
排水機場は年間、高圧電力を切ることがないため、今後予算要求を行わない。

排水機場管理については、個人委託や改良区委託を行っているが、運転管理者の高齢化に伴い今後、業者に
管理委託を行うことになる排水機場が多くなると思われる。また、電気代高騰により施設の維持管理費が増加す
ることが考えられる。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

維持管理費

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 生産基盤の整備

農林水産課 耕地係 事務事業番号 224020209

事業区分

政策的

スマイルエイジング

4,788千円 維持管理費 498千円

重点プロジェクト

5,362千円

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

186

3 駆除数（ヌートリア） 成果

-

- - 96.00%

30頭25頭

14頭 10頭 24頭

-

2 駆除数（シカ） 成果

10頭 10頭 10頭 40頭

850.00% 280.00% 240.00%

85頭 28頭 24頭

380頭 380頭 350頭

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 駆除数（イノシシ） 成果

700頭

392頭 617頭 380頭

103.16% 108.57%

0.10人 573千円

総経費 2,399千円 2,897千円

人工数 人件費 0.07人 406千円 0.05人 289千円

地方債

1,993千円 2,608千円 1,701千円

県支出金

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

5

支出内訳

3,112千円1,993千円 2,608千円 1,701千円

事
業
概
要

農林水産物等への被害軽減を目的に有害鳥獣の捕獲を奨励するため、山
陽小野田市有害鳥獣対策協議会を事業実施主体とし、有害鳥獣を山陽小
野田市内で適法に捕獲し、その確認資料を提出した者に対し補助金を交付
する。
また、令和４年度から近年増加しているヌートリアについても対象とし、被害防
止に努める。

有害鳥獣対策協議会

補助金の交付（イノシシ4,000円/頭・シカ5,000
円/頭・サル13,000円/匹・ヌートリア2,000円/
匹）

有害鳥獣の捕獲を奨励し、農林水産物への被
害を軽減させる。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 経常・臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

有害鳥獣対策事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 有害鳥獣捕獲奨励事業

3,112千円

一般財源 1,993千円 2,608千円 1,701千円 3,112千円

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

概ね目標頭数は駆除でき、農林水産物への被害も一定の効果を上げることができた。

目標頭数以上に駆除できてはいるが年々減少傾向にある。生息頭数の減少も考えられるが、市街地での目撃情
報が多くなっているため、捕獲体制の強化を図る必要がある。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

捕獲奨励事業補助金 1,993千円 捕獲奨励事業補助金 2,608千円 捕獲奨励事業補助金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 生産基盤の整備

農林水産課 農林係 事務事業番号 224020502

事業区分

政策的

スマイルエイジング

1,701千円 捕獲奨励事業補助金 3,112千円

重点プロジェクト

2,274千円

162.37%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持



R4年度　事務事業評価シート
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対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

187

3 駆除数（ヌートリア） 成果

-

- - 96.00%

30頭25頭

14頭 10頭 24頭

-

2 駆除数（シカ） 成果

10頭 10頭 10頭 40頭

85.00% 280.00% 240.00%

85頭 28頭 24頭

380頭 380頭 350頭

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 駆除数（イノシシ） 成果

700頭

392頭 617頭 380頭

103.16% 108.57%

0.05人 287千円

総経費 1,993千円 2,724千円

人工数 人件費 0.02人 116千円

地方債

1,993千円 2,608千円 1,701千円

県支出金

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

5

支出内訳

1,797千円1,993千円 2,608千円 1,701千円

事
業
概
要

増え続ける有害鳥獣による農作物被害防止を目的に捕獲の奨励のため、令
和元年度からイノシシの捕獲奨励金単価の引き上げを行った。その効果によ
り捕獲頭数が増加したため、予算の範囲内で收めることが困難である。予算
の範囲内で収めようとした場合、令和2年度実績分で試算すると、単価がイノ
シシ1頭あたり2,600円となり、単価を2,500円から4,000円に引き上げた効果
がなくなってしまうため、予算を増額する。
また、あわせて近年増加しているヌートリアの捕獲に対しても奨励金（2,000円
/匹）の対象とし、被害防止に努める。

有害鳥獣対策協議会

イノシシ4,000円/頭・シカ5,000円/頭・サル
13,000円/匹・ヌートリア2,000円/匹（新設）

農林産物被害の減少

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

有害鳥獣対策事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

5 有害鳥獣捕獲奨励事業（臨時分）

1,797千円

一般財源 1,993千円 2,608千円 1,701千円 1,797千円

その他

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

概ね目標頭数は駆除でき、農林水産物への被害も一定の効果を上げることができた。

目標頭数以上に駆除できてはいるが年々減少傾向にある。生息頭数の減少も考えられるが、市街地での目撃情
報が多くなっているため、捕獲体制の強化を図る必要がある。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

捕獲奨励補助金 1,993千円 捕獲奨励補助金 2,608千円 捕獲奨励補助金

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 生産基盤の整備

農林水産課 農林係 事務事業番号 224020505

事業区分

政策的

スマイルエイジング

1,701千円 捕獲奨励補助金 1,797千円

重点プロジェクト

1,988千円

162.37%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持



R4年度　事務事業評価シート

4 24 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

188

3

2

81 85 89

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 事業の進捗率 成果

93

78 80 82

96.30% 92.31%

0.50人 2,539千円

総経費 18,879千円 27,803千円

人工数 人件費 0.65人 3,435千円 0.45人 2,388千円

地方債 公共事業債(90%) 2,700千円

15,444千円 25,415千円 23,335千円

県支出金 0.8 12,000千円 0.8 20,000千円 0.8 18,300千円 0.8 40,000千円

国庫支出金

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

6

システム利用料 123千円

支出内訳

50,541千円

システム利用料 125千円

工事請負費

工事請負費 35,000千円

15,444千円 25,415千円 23,335千円

事
業
概
要

漁船の大型化に伴う休憩、陸揚げ施設の不足、用地不足及び干潮時の水深
不足による出漁制限等の作業環境の向上のため、漁港の外郭施設、係留施
設、水域施設及び用地を整備する。

埴生漁港

漁港施設の整備

水産業の生産基盤の整備を図る。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続 臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

保険料

25,001千円

漁港整備事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1 埴生漁港整備事業

50,541千円

一般財源 744千円 915千円

4,200千円

2千円

835千円

公共事業債(90%) 4,500千円 公共事業債(90%)

1,539千円

その他

公共事業債(90%) 9,000千円

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

埴生漁港西護岸及び陸閘の構築を行った。

埴生漁港内道路整備に伴う測量を行う。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

燃料費 75千円 燃料費 72千円 燃料費 65千円 燃料費

消耗品費 26千円 消耗品費 5千円 消耗品費

16千円 保険料 16千円

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 生産基盤の整備

工事請負費

農林水産課 事務事業番号 224020601

事業区分

政策的

22,876千円 測量設計委託料 15,000千円

スマイルエイジング

機械器具借上料 198千円 機械器具借上料 260千円

57千円 消耗品費 72千円

68千円

321千円

16千円

重点プロジェクト

機械器具借上料 326千円 機械器具借上料

保険料 16千円 保険料

工事請負費 15,001千円

25,874千円

94.12%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持



R4年度　事務事業評価シート

4 24 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

2,465千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

農林水産課 事務事業番号 224020603

事業区分

政策的

スマイルエイジング

83千円 補修工事費 1,000千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

補修工事費 990千円

補修工事費 990千円 補修工事費 990千円 ゲート修繕料（浜五挺唐樋）

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 生産基盤の整備

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 計画的な補修工事をすることにより、施設の長寿命化を図りつつ更新コストの平準化・縮減を図る。

刈屋漁港Ａ堤防、高泊漁港ゲートを補修した。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

1,000千円

一般財源 99千円 99千円

891千円

182千円

事業費×90％ 891千円 事業費×90％

100千円

その他

事業費×90％ 900千円

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

漁港整備事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

3 護岸等補修事業

事
業
概
要

市内４漁港は築造後年数が経過し、老朽化が激しい。定期的・計画的に補
修工事を行うことで、施設の長寿命化及び改修に係るコストダウンを図る。

市内の４漁港

老朽箇所の補修工事、修繕

安全性の向上、機能維持

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

6

支出内訳

1,000千円990千円 990千円 1,073千円

県支出金 公共施設等適正管理推進事業債 公共施設等適正管理推進事業債 公共施設等適正管理推進事業債 公共施設等適正管理推進事業債

国庫支出金

地方債 事業費×90％ 891千円

990千円 990千円 1,073千円

0.30人 1,392千円

総経費 1,528千円 2,218千円

人工数 人件費 0.13人 538千円 0.25人 1,228千円

1 1 1

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 補修工事 活動

1

1 1 1

100.00% 100.00%

1

100.00%

1
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3

2 ゲート修繕 活動



R4年度　事務事業評価シート

4 24 4

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

337千円

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

農林水産課 農林係 事務事業番号 224040101

事業区分

政策的

スマイルエイジング

50千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

負担金 50千円 負担金

消耗品 25千円

小項目（基本事業）

産業・観光 農林水産業の推進 地域ブランドの推進

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

「あぐまるやまぐちナナシマチ編」に参加し、市内農産物のPRができた。

ナナシマチのイベントについて、市内事業者・農家へ周知し市内農産物のPRを行う。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

50千円

一般財源 25千円 50千円 50千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

農産物ブランド化推進事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1
圏域内道の駅等連携農林水産物販路拡
大プロジェクト

事
業
概
要

圏域内にある道の駅等の施設に連携市町の特産品コーナーを設置するとと
もに各施設で行うイベントの情報提供や広報誌等の配布により、圏内農林水
産物の積極的なPR活動を展開し、圏域内での新たな販路の確保・拡大に取
り組む。

消費者

農村魅力創出プロジェクトによる事業運営

販路の確保・拡大

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

1

支出内訳

50千円25千円 50千円

県支出金

国庫支出金

地方債

25千円 50千円

0.05人 287千円

総経費 603千円 58千円

人工数 人件費 0.10人 578千円 0.01人 58千円

- 1件 1件

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 イベント開催件数 活動

-

0件 1件

100.00%

1件 - - -

100.00%

1件
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3

2 パンフレット作成 成果



R4年度　事務事業評価シート

4 25 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

消耗品費 78千円

普通旅費 消耗品費

手数料 6千円

3,258千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225010202

事業区分

政策的

730千円 圏域住民周遊促進事業負担金 1,178千円

スマイルエイジング

消耗品費 100千円

733千円 山口ゆめ回廊

780千円

144千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

圏域事業負担金 圏域事業負担金 観光誘客事業負担金 観光誘客事業負担金

山口県央連携都市 1,459千円 山口県央連携都市 1,459千円 山口ゆめ回廊

100千円 普通旅費 100千円

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 観光・交流資源の整備・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 令和５年度からは、「山口県央連携レノファ山口応援事業」と統合

圏域内における広域的な観光ＰＲの実施や「圏域版マイクロツーリズム」の取組により、観光客の圏域への周遊を
促し、本市における観光客数の一部回復に貢献することができた。特に圏域周遊促進事業「キッズサマーパス」
イベントの対象施設とした「きららガラス未来館」では、夏休み期間におけるガラス制作の体験者数が近年例を見
ないほど大幅に増加した。

自治体間の連携に加え、今後は、圏域内の事業者・団体等との連携体制を強化し、官民一体となり、圏域におけ
る「観光地域づくり」の推進を図る必要がある。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

拡充

2,158千円

一般財源 814千円 874千円 468千円

新型コロナウイルス感染症対応

1,178千円

その他 地方創生臨時交付金

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

消耗品費

広域観光振興事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 山口県央連携都市圏域事業

事
業
概
要

山口県央連携都市圏域を構成する７市町（本市、山口市、宇部市、萩市、防
府市、美祢市、津和野町）において、令和4年度からは、第2期ビジョンとし
て、圏域住民が誇りを持てる地域づくりと、おもてなしあふれる観光地づくりを
一体的に行う「観光地域づくり」の推進を図った。具体的には、「圏域版マイク
ロツーリズム」の推進として、山口県7エリア周遊「リアル宝探し」や圏域周遊促
進事業「キッズサマーパス」イベント、「食の回廊」周遊促進事業等を実施し、
「観光地域づくり」の推進として、着地型観光の連携体制の構築・強化を図っ
た。

市内・市外の人

広域観光資源創出プロジェクトによる事業運
営

交流人口の増加

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

山口ゆめ回廊

支出内訳

2,158千円

山口ゆめ回廊

圏域住民周遊促進事業負担金

1,543千円 1,603千円 1,563千円

980千円

県支出金 交付金 交付金 交付金 交付金

国庫支出金 地方創生推進 1,095千円 地方創生推進

地方債

729千円 地方創生推進 729千円 地方創生推進

1,543千円 1,603千円 1,563千円

0.41人 1,695千円

総経費 3,220千円 2,771千円

人工数 人件費 0.35人 1,677千円 0.32人 1,168千円

1回（プレ） 1回

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 周遊型博覧会開催 活動 1回 1回

100.00%

40人 40人

135.00% 167.50%

54人 67人

191

3 市の観光客数 成果

1,150,000人

65.99% 70.98% 79.68%

1,170,000人1,160,000人

739,034人 816,325人 924,324人

1,120,000人

2 地域通訳案内士育成人数 成果



R4年度　事務事業評価シート

4 25 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

432千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225010203

事業区分

政策的

スマイルエイジング

14千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

報償金 15千円 報償金 15千円 報償金

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 観光・交流資源の整備・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 令和５年度からは、「山口県央連携都市圏域事業」と統合

サンクスデーでは、観戦者等に対して、本市がレノファ山口の練習拠点であることを周知することに加え、ガラポ
ン抽選会で名産品を景品とし、商品のＰＲを行うなど、本市の魅力発信と名産品の認知度向上を図ることができ
た。また、これを機会に、移住定住インスタグラム及び山陽小野田観光協会インスタグラムの公式アカウントにお
ける新規のフォロワーを獲得し、今後のインスタを活用した情報の発信をより効果的なものとすることができた。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

一般財源 15千円 15千円 14千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

広域観光振興事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

3 山口県央連携レノファ山口応援事業

事
業
概
要

レノファ山口ホームゲームの際に、観光ＰＲ等を実施した。また、レノファ山口
の試合会場や、7市町（本市、山口市、宇部市、萩市、防府市、美祢市、津和
野町）の観光施設等でスタンプラリーを実施し、抽選で当たる景品として、本
市の特産品を提供することにより、地元特産品のPRとともに、市内観光施設
への誘客を図った。

レノファ山口ホームゲーム観戦者等

スタンプラリーを集めた方に抽選で当たる特産
品を提供する。

地元スポーツチームを通じて、圏域内の一体
感を深めるとともに地元の特産品をＰＲする。

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

15千円 15千円 14千円

県支出金

国庫支出金

地方債

15千円 15千円 14千円

0.13人 418千円

総経費 418千円 252千円

人工数 人件費 0.10人 403千円 0.10人 237千円

1回 1回 1回

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 サンクスデーでのブース出展 活動

1回

1回 1回 2回

100.00% 200.00%

500人 500人 500人 500人

40.00% 60.00% 80.00%

200人 300人 400人

192

3

2 ブースへの来場者数 成果



R4年度　事務事業評価シート

4 25 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

千円

70.98%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225010204

事業区分

政策的

スマイルエイジング

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 観光・交流資源の整備・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 ゼロ予算事業

ＪＲ美祢線利用促進協議会主催の着地型ツアー「お笑い列車in美祢線」において、ツアー参加者に出発地点で
ある厚狭駅で本市のＰＲを実施し、広域での交流人口の増加を図った。

ＪＲ美祢線利用促進協議会との連携を図りながら、厚狭駅を拠点とした市内周遊につながる企画を検討し、市内
への観光誘客を図る必要がある。

目標達成度
成果

C

R6年度に向けた方向性

拡充

一般財源

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

広域観光振興事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

4 広域連携強化推進事業

事
業
概
要

JR美祢線利用促進協議会（構成市／長門市、美祢市、山陽小野田市）にお
けるイベント等の企画・運営に参加し、、広域で交流人口の増加を図った。

市内外住民

ＪＲ美祢線利用促進協議会におけるイベントの
企画・運営

ＪＲ美祢線を活用した交流人口の増加

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

県支出金

国庫支出金

地方債

総経費 千円 千円

人工数 人件費

1,120,000人 1,150,000人 1,160,000人

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 市の観光客数 成果

1,170,000人

739,034人 816,325人 924,324人

65.99% 79.68%

2回 2回 2回 2回

0.00% 0.00% 50.00%

0回 0回 1回

193

3

2 ツアー・イベント等実施回数 活動



R4年度　事務事業評価シート

4 25 1

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

1,142千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225010301

事業区分

政策的

スマイルエイジング

151千円 山陽小野田 151千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

観光協会補助金 観光協会補助金 観光協会補助金 観光協会補助金

山陽小野田 151千円 山陽小野田 151千円 山陽小野田

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 観光・交流資源の整備・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

やまぐち名産品フェアでは、名産品認定事業者のうち、１３社による販売を行い、３日間で約２１０万円の売上額と
なり、名産品のＰＲ及び販路拡大に繋げることができた。これに加えて、初の試みとして、東京都庁内「全国観光Ｐ
Ｒコーナー」において、名産品認定事業者のうち、１５社の合計５６品目の商品を販売し、首都圏での名産品等の
ＰＲを実施し、販路拡大を図った。

現在、名産品認定事業者には、やまぐち名産品フェアへの出店や県内で開催される物産展の案内を行うほか、
協会ホームページや観光パンフレット等による名産品の紹介などを行っているところであるが、名産品認定にお
けるメリットが乏しい状況である。今後は、名産品の認知度向上及び県内外における販路拡大に繋がるように更
なる取組を打ち出していく必要がある。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

拡充

151千円

一般財源 151千円

ふるさと支援基金 151千円その他 ふるさと支援基金 151千円 ふるさと支援基金

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

山陽小野田名産品活用推進
事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1 山陽小野田名産品活用促進事業

事
業
概
要

山陽小野田観光協会に補助金を交付し、同協会内に設置している山陽小野
田名産品推進協議会を通じ、名産品フェアの開催や関西山口県同郷会での
広報宣伝活動を行い、名産品の認知度向上及び販路拡大を図った。
さらに、初の試みとして、東京都庁での観光PR及び名産品の販売を行い、本
市の認知度向上及び誘客促進を図る取組も実施した。
また、農産加工品やアイスクリーム類の2品目が新たに名産品として認定され
た。

山陽小野田観光協会

事業活動に対する補助金交付

名産品の認知度向上及び販路拡大

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

3

支出内訳

151千円151千円 151千円 151千円

県支出金

国庫支出金

151千円

地方債

151千円 151千円 151千円

0.23人 991千円

総経費 1,248千円 967千円

人工数 人件費 0.25人 1,097千円 0.20人 816千円

1回 1回 1回

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 名産品フェアの実施回数 活動

1回

1回 1回 1回

100.00% 100.00%

40品 40品 40品 40品

87.50% 92.50% 97.50%

35品 37品 39品

194

3

2 山陽小野田名産品認定数 成果



R4年度　事務事業評価シート

4 25 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

1,027千円

50.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225020202

事業区分

政策的

スマイルエイジング

495千円 印刷製本費 1,210千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

手数料 99千円 観光協会補助金 山陽小野田

広告料 1,898千円 印刷製本費 968千円 山陽小野田

観光協会補助金 500千円

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 情報発信・誘客体制の強化・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

キャンペーンのＰＲについては、通常投稿と比較し、リーチ数は１４８倍、エンゲージメント数は３３倍となっており、効果的なＰＲ
を行うことができた。また、インスタ広告では、特定の年代及び地域に絞り実施したため、リーチ数及びエンゲージメント数の８割
以上は、福岡県及び広島県の３０代から４０代の在住者であり、山陽小野田市観光振興プランで設定するターゲットへのＰＲを
行うことができた。しかしながら、投稿者数は伸び悩み、満足の行く結果とはならなかった。

令和４年度の取組では、認知度向上及び観光誘客の促進、並びに観光消費額の増加を目的として実施したとこ
ろであるが、まずは、本市の認知度を高めるとともに、インスタ公式アカウントにおける新規のフォロワーを獲得し、
今後のインスタを活用した観光情報の発信をより効果的なものとする必要がある。

目標達成度
成果

C

R6年度に向けた方向性

拡充

1,710千円

一般財源 999千円

ふるさと支援基金 1,210千円

248千円 250千円

その他 ふるさと支援基金 968千円

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

観光振興事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 観光プロモーション事業 ３－（１）

事
業
概
要

山陽小野田観光協会に補助金を交付し、協会インスタグラムを活用した「イン
スタグラムハッシュタグキャンペーン」を実施し、山陽小野田観光振興プラン
で設定する「福岡県及び広島県」に居住する３０代から４０代のターゲット層に
向けてＰＲを行い、本市を知ってもらい、来訪を促すことに加え、今後の情報
発信の強化を図ることができた。

市外・県外の人

インスタグラムハッシュタグキャンペーンの実施

本市の認知度向上、交流人口の増加

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

1,710千円1,997千円 968千円 495千円

250千円

県支出金 推進交付金 推進交付金 推進交付金

国庫支出金 地方創生 247千円 地方創生

地方債

998千円 地方創生

1,997千円 968千円 495千円

0.15人 532千円

総経費 2,577千円 1,257千円

人工数 人件費 0.10人 580千円 0.05人 289千円

2万部（日本語）

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1
パンフレット制作
（日本語・外国語４種類）

活動

2万部（日本語）

1万部（日本語）

100件

43.00%

43人

195

3
観光協会のインスタグラム公式アカウントのフォ
ロワー数

成果

166.27%

2,000人1,500人

2,494人

2 インスタグラムハッシュタグキャンペーン投稿数 成果



R4年度　事務事業評価シート

4 25 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

57千円

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225020204

事業区分

政策的

スマイルエイジング

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 情報発信・誘客体制の強化・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 ゼロ予算事業

スタジオ・スマイル実行委員会主催「スマイル・ハロウィンパーティー２０２３」において、「おのだサンパーク」で実
施した来訪者調査と県が実施した観光客満足度調査を踏まえ、市場動向の把握を行った。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

現状維持

一般財源

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

観光振興事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

4
第二次山陽小野田観光振興プラン策定事
業

事
業
概
要

第二次総合計画の観光分野に関する個別計画として、施策を計画的に推進
するとともに、多様な関係者が協創して取り組んでいくための指針として令和
２年３月に山陽小野田市観光振興プランを策定した。当該プランは令和8年3
月に終期を迎えることや、上位計画である第二次総合計画の基本計画（後期
計画）との整合性を図る上で、令和７年度中に新たなプランとなる第二次山陽
小野田観光振興プランを策定する。中間期である令和４年度は市場動向調
査を実施した。

市及び観光関係団体

観光関係団体や有識者、市民等で構成する
策定委員会を設置

観光振興による交流人口の増加、地域経済へ
の波及効果の拡大

事業期間 R4 R7 予算種別 新規

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

2

支出内訳

県支出金

国庫支出金

地方債

0.01人 57千円

総経費 千円 千円

人工数 人件費

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 第二次観光振興プラン策定事業 成果

実施

100％

実施

196

3

2 市場動向の把握 活動



R4年度　事務事業評価シート

4 25 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

709千円

187.26%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225020302

事業区分

政策的

スマイルエイジング

357千円 山陽小野田 657千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

観光協会補助金 観光協会補助金 観光協会補助金 観光協会補助金

山陽小野田 307千円 山陽小野田 357千円 山陽小野田

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 情報発信・誘客体制の強化・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 令和５年度から「観光交流促進事業」及び「観光パンフレット等作成事業」を「観光誘客宣伝事業」に統合

山口県住みます芸人「どさけん」さんによるフェイスブック及びインスタグラムを活用した観光情報の発信を行っ
た。市内で実施されるイベント情報の告知や現地での開催風景を発信したり、飲食店、名産品に関する情報発信
など計73回の投稿を行い、本市の観光資源の認知度向上及び交流人口の増加を図ることができた。
なお、県外では、東京都庁において観光及び名産品のＰＲを実施し、認知度向上を図った。

若い世代の情報ツールであるインスタグラムでの情報発信に力を入れ、インスタグラムから協会ホームページへ
の閲覧を促し、市内の観光スポットや飲食店等を広く周知することで、情報発信を強化していく必要がある。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

拡充

657千円

一般財源 307千円

ふるさと支援基金 657千円

357千円

その他 ふるさと支援基金 357千円

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

観光推進組織支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

2 観光交流促進事業

事
業
概
要

山陽小野田観光協会の観光情報の発信に係る経費とＰＲ活動経費につい
て、補助金を交付した。当協会での観光情報は、山口県住みます芸人「どさ
けん」さんによるフェイスブック及びインスタグラムを活用した情報発信を行
い、本市の観光資源の認知度向上及び交流人口の増加を図った。
なお、初の試みとして、東京都庁での観光PR及び名産品の販売を行い、本
市の認知度向上及び誘客促進を図った。

山陽小野田観光協会

事業活動に対する補助金交付

交流人口の増大による観光振興の推進

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

3

支出内訳

657千円307千円 357千円 357千円

県支出金

国庫支出金

地方債

307千円 357千円 357千円

0.09人 352千円

総経費 597千円 880千円

人工数 人件費 0.05人 290千円 0.12人 523千円

125,000ビュー 130,000ビュー 180,000ビュー

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1
山陽小野田観光協会ホームページ、ＳＮＳの
ビュー数

成果

185,000ビュー

160,199ビュー 243,438ビュー 336,108ビュー

128.16% 186.27%

197

3

2



R4年度　事務事業評価シート

4 25 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

667千円

70.98%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225020303

事業区分

政策的

スマイルエイジング

487千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

観光協会補助金 観光協会補助金 観光協会補助金

山陽小野田 495千円 山陽小野田 912千円 山陽小野田

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 情報発信・誘客体制の強化・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項 令和５年度から「観光交流促進事業」及び「観光パンフレット等作成事業」を「観光誘客宣伝事業」に統合

スマイル・コーストウォークや観光ＰＲなどの各種イベントにおいて、参加者等にボールペンと観光協会ＰＲキャラ
クターシールなどのノベルティグッズを配布することで本市の観光資源の認知度向上を図った。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

一般財源

その他
ふるさと支援基
金

495千円 ふるさと支援基金 912千円 ふるさと支援基金

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

観光推進組織支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

3 観光パンフレット等作成事業

事
業
概
要

山陽小野田観光協会へ補助金を交付し、ボールペンと観光協会ＰＲキャラク
ターシールなどのノベルティグッズを作成し、イベント参加者に配布すること
で本市の観光資源の認知度向上及び交流人口の増加を図った。

山陽小野田観光協会

事業活動に対する補助金交付

交流人口の増大による観光振興の推進

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

3

支出内訳

495千円 912千円 487千円

県支出金

国庫支出金

487千円

地方債

495千円 912千円 487千円

0.06人 180千円

総経費 785千円 1,320千円

人工数 人件費 0.05人 290千円 0.10人 408千円

1,120,000人 1,150,000人 1,160,000人

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 市の観光客数 成果

1,170,000人

739,034人 816,325人 924,324人

65.99% 79.68%

198

3

2



R4年度　事務事業評価シート

4 25 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

交流

重点プロジェクト

213千円

20.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225020304

事業区分

政策的

スマイルエイジング

33千円 山陽小野田 100千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

観光協会補助金 観光協会補助金 観光協会補助金

山陽小野田 29千円 山陽小野田

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 情報発信・誘客体制の強化・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

ガイドツアーでは、観光客のほか、出版社等を対象にセメントの歴史や文化、厚狭の街並みなどと本市の魅力を
知ってもらい、ＰＲを行うことができた。

観光ガイド派遣事業の認知度は、ほぼ皆無のため、観光協会ホームページ等を活用し、当該事業の周知を行
い、ガイド利用者を増やし、交流人口の増加を図っていく必要がある。

目標達成度
成果

C

R6年度に向けた方向性

拡充

100千円

一般財源

ふるさと支援基金 100千円その他 ふるさと支援基金 29千円 ふるさと支援基金

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

観光推進組織支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

4 観光ボランティアガイド活動支援事業

事
業
概
要

山陽小野田観光協会において、観光ガイド団体が実施する事業に対し、助
成金を交付し、活動を支援した。
ガイド派遣事業では、他市町とのガイド料の均衡を図るため、ツアーを受け入
れた場合のガイド料の一部を補助した。
なお、ガイド育成事業については、交付申請はなかった。

山陽小野田観光協会

事業活動に対する補助金交付

観光客へのホスピタリティの向上

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

3

支出内訳

100千円29千円 33千円

県支出金

国庫支出金

33千円

地方債

29千円 33千円

0.06人 180千円

総経費 114千円 148千円

人工数 人件費 0.05人 114千円 0.05人 119千円

20回 20回 20回

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 観光ガイド派遣件数 成果

20回

0回 4回 11回

0.00% 55.00%

2回 2回 2回 2回

0.00% 250.00% 0.00%

0回 5回 0回
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3

2 観光ガイド育成研修会 活動



R4年度　事務事業評価シート

4 25 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

1,335千円

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225020305

事業区分

政策的

スマイルエイジング

328千円 山陽小野田 98千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

観光協会補助金 観光協会補助金

山陽小野田

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 情報発信・誘客体制の強化・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

全て（４プログラム延べ１１回）のイベントを実施することができ、ガラスや竜王山などの本市の地域資源を活かし、
交流人口の増加を図ることができた。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

現状維持

98千円

一般財源 165千円 50千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

観光推進組織支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

5 ゆめ散歩プログラム持続的実施事業

事
業
概
要

山陽小野田観光協会へ補助金を交付し、令和３年度の山口県央連携都市
圏域（7市町）周遊型イベント「山口ゆめ回廊博覧会」で造成した「山陽小野
田市主体事業」のうち、「ゆめ散歩造成事業（３プログラム）及び地域資源活
用事業（１プログラム）」を同観光協会の主催事業として実施し、交流人口の
増加を図った。

山陽小野田観光協会

事業活動に対する補助金交付

交流人口の増大による観光振興の推進

事業期間 R4 R5 予算種別 新規

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

3

支出内訳

98千円328千円

48千円

県支出金 推進交付金 推進交付金

国庫支出金 163千円 地方創生

地方債

地方創生

328千円

0.29人 1,007千円

総経費 千円 千円

人工数 人件費

11回

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1
イベント（体験型プログラム及び地域資源活用
事業）の実施

成果

11回

11回

100.00%

118人 118人

90.68%

107人
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3 市の観光客数 成果

1,150,000人

65.99% 70.98% 79.68%

1,170,000人1,160,000人

739,034人 816,325人 924,324人

1,120,000人

2 イベント参加人数 成果



R4年度　事務事業評価シート

4 25 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

重点プロジェクト

1,635千円

187.26%

財
源
内
訳
/
割
合

完了年度 R4

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225020306

事業区分

政策的

スマイルエイジング

300千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

観光協会補助金

山陽小野田

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 情報発信・誘客体制の強化・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

スマートフォンや多言語対応のほか、デザインやコンテンツ構成の見直しなどを行い、令和４年９月に協会ホーム
ページの新サイトを開設した。開設後のホームページ閲覧数については、これまでの２倍以上となっており、情報
発信の強化を図ることができた。

目標達成度
成果

A

R6年度に向けた方向性

完了

一般財源 300千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

観光推進組織支援事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

6 観光協会ホームページリニューアル事業

事
業
概
要

山陽小野田観光協会へ補助金を交付し、アフターコロナに向けて本市の魅
力を広く効果的に情報発信できるよう同観光協会ホームページをリニューア
ルした。
具体的には、スマートホン対応や検索機能の導入、デザインやコンテンツ構
成の見直しなど、利用者が本市に興味関心を持ち、見やすく使いやすいもの
とするために、サイトマップの構成から大幅な変更を行った。

山陽小野田観光協会

事業活動に対する補助金交付

交流人口の増大による観光振興の推進

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

3

支出内訳

300千円

県支出金

国庫支出金

地方債

300千円

0.29人 1,335千円

総経費 千円 千円

人工数 人件費

125,000ビュー 130,000ビュー 180,000ビュー

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1
山陽小野田観光協会ホームページ、ＳＮＳの
ビュー数

成果

185,000ビュー

160,199ビュー 243,438ビュー 336,108ビュー

128.16% 186.27%

1,120,000人 1,150,000人 1,160,000人 1,170,000人

65.99% 70.98% 79.68%

739,034人 816,325人 924,324人

201

3

2 市の観光客数 成果



R4年度　事務事業評価シート

4 25 2

対
象

手
段

意
図

年度 ～ 年度

※上段：目標　中段：実績　下段：達成率

交流

重点プロジェクト

313千円

100.00%

財
源
内
訳
/
割
合

コスト 現状維持

シティセールス課 観光振興係 事務事業番号 225020401

事業区分

政策的

スマイルエイジング

10千円 講師謝礼 20千円

80千円

合　　計

合　　計

課・局・室・所（係）

消耗品費 72千円 消耗品費 40千円 消耗品費

講師謝礼 15千円 講師謝礼 10千円 講師謝礼

小項目（基本事業）

産業・観光 観光・交流の振興 情報発信・誘客体制の強化・充実

R6年度に向けた
課題及び改善策

成果

特記事項

コロナ対策を徹底した上で、研修会を2回実施した。また、新たにおもてなしサポーターになった事業所には、「ミ
ニ観光案内所」ののぼり旗と観光パンフレット等を配布し、事業所を訪れた方に観光案内を行ったり、観光情報を
発信することで、観光客へのホスピタリティの向上を図った。

現在、研修会は、新たにおもてなしサポーターになる者を対象に実施しているが、今後は、登録されたサポー
ターを対象にする研修会を定期的に実施するなど、観光資源の知識や観光案内のノウハウを向上させていく必
要がある。

目標達成度
成果

B

R6年度に向けた方向性

拡充

100千円

一般財源 87千円 50千円 10千円 100千円

その他

臨時 会計種別 一般

R2（決算額) R3（決算額) R4（決算額) R5（予算額)

観光振興推進体制強化事業

実施計画名 事務事業名 横断的施策

1 おもてなしサポーター育成事業

事
業
概
要

市内観光関係事業所及び個人を対象に研修会を実施し、本市の観光資源
の知識、観光案内のノウハウを教授し、観光客へのホスピタリティの向上を
図った。
また、新たにおもてなしサポーターになった事業所には、「ミニ観光案内所」
ののぼり旗と観光パンフレット等を配布し、事業所を訪れた方に観光案内を
行ったり、観光情報を発信してもらった。

市内観光関係事業所・個人

研修会を開催し、観光情報を提供できるように
育成する

おもてなしの向上による交流人口の増加

事業期間 R1以前 R9以降 予算種別 継続

施
策
体
系

大項目（章） 中項目（基本施策）

4

支出内訳

100千円87千円 50千円 10千円

県支出金

国庫支出金

地方債

87千円 50千円 10千円

0.11人 303千円

総経費 377千円 287千円

人工数 人件費 0.05人 290千円 0.10人 237千円

2回 2回 2回

活動指標又は成果指標 R2 R3 R4 R5

1 研修会の開催 活動

2回

2回 2回 2回

100.00% 100.00%

20人 20人 20人 20人

85.00% 65.00% 50.00%

17人 13人 10人

202

3 サポーター登録者数（通算） 成果

100人

54.00% 67.00% 77.00%

100人100人

54人 67人 77人

100人

2 研修会の受講者数 成果


